


図一l昇 を家二具

つダκル彰反の~並 [征はx凄着ロスしノ
~凛 ′=嘘麦差をまえた。 この場合の算を″の

)炒|を図―うκネす。曰史端ス相対すぅ通のヤ夫ス発生するカカι」図
-4× 才す通 ζ゙ある。
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図-4 自 由迦ヤ夫のえ力.
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4.二 次元蒸九カ実験の研究
′rl二求元ォ葵型 の実験 をゲIう たり)(,

熙えヵと場調おするオ琺κつ■て研究 を行なフて
いる。靭 ・え澤 の角端 とノ」θヒζ゙ε岡薮K織増

.雇]史した,場ケィ合ヽ,凍結ラ五芝麦ビ馬攻3Sこと
のI翼1肇と

ぶしぼ回-5の ヒおりで
'ある。 ′δθヒノ主て`球

冬うすボぼ人力nfr/薇 群
:!な濯度の編 茨数が獨

)ふ る。この場/>く は4色″ξlの発生盪震
:」

非」3/覆 継ぴある。しか しなが らそのミ資り矛求

ん2よ ′鶏メ数が′諄泄理論∠が少′好)れ て

し)ろえヵ′正確 ′(ま妥嗜実用ヱ麦痒のな0'こ麦K

ダヒ伊|するイうぼ′ヨ}常′疹易К二友え蕉入力

の実験 をタア)さ ιメドぴうわ。
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図-5繭

環裁嘉籟鍾痣難ぱ瑠鍵)
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実、験値図―う等色線よ真
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